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第 3章 エリア別指針 

南部方面 

京都の新たな活力を生み出す創造ゾーンの中心として、 
ものづくり産業などの集積、 
快適な暮らしとも調和する都市環境の創出を図る 

高速道路や鉄道などの交通網が充実し、市内外へのアクセス性が高い
ことなどから、幹線道路沿いを中心に企業の本社ビルや生産拠点、研究
所等が集積しています。城下町や門前町、計画的開発地など多様な特性
を持った市街地が形成されており、酒造業など地場産業の盛んなエリア
でもあります。平野部には工業地のほか住宅地や農地が広がり、桂川・
宇治川・東高瀬川といった河川や東山連峰など自然環境にも恵まれてい
ます。 
本市の創造ゾーンの中心として、伝統産業から先端産業まで幅広い知

恵と技術の蓄積、充実した都市基盤などの強みをいかしながら、ものづ
くり企業をはじめとする多種多様なオフィス・ラボ、生産拠点の更なる
集積を進めます。あわせて、駅周辺のエリアを中心に、働きやすく、居
住環境とも調和した快適な都市空間の更なる拡充を目指します。 
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１ 産業の集積地として京都の活力をうむまち 
オフィス・ラボ、商業、ものづくり、物流など、様々な経済活動の場が集積し、京都のまち

の活力の源となっています。 
地域特性に応じた産業が集積し、それぞれの強みを伸ばすまちづくりを推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
※ 緑色部分が市街化調整区域 
 
 
● 京都駅南部エリア  
ショッピングモールやホテルなど規模の大きな施設が並び、今後も文化芸術系の施設や

オフィス等の開発などにより発展が期待できるエリアです。周辺では団地再生事業により

★  主な企業等  

★  主なスタートアップ企業等  

◆  
 
主な文化芸術関連施設等  
 

京都駅東南部エリア活性化方針  
 

A 

久我・久我の杜・羽束師地域の  
総合的なまちづくりビジョン  
 

C 

らくなん進都（高度集積地区）  
まちづくり推進プログラム  
 

D 

伏見ルネッサンスプラン  
 

F 

らくなん進都 

京都駅南部エリア 

久我・羽束師西部エリア 

横大路エリア 

南部の市街化調整区域 
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うまれる将来活用地のほか、学校跡地など活用の可能性を有する公有地もあります。 
京都駅やらくなん進都との近接性をいかし、イノベーションがうまれるオフィス・ラボ

を集積するとともに、クリエイティブな活動の場となり、京都の南部創造をリードするま
ちを目指します。 

 

● らくなん進都  
京都の活力を支える南部地域の先導地区としての位置付けのもと、企業の集積や質の高

い都市環境形成などに向けた取組を進めているエリアです。本市が敷地の有効活用を要望
している京都拘置所及び京都運輸支局が立地し、当該敷地の有効活用によって、南部創造
のまちづくりを加速させることが期待されています。一方で、地元企業のオフィス・ラボ
等の施設の新築や、市外企業の京都進出などの事例があるものの、幹線沿道において土地
の低未利用が散見されるなど、整備された都市基盤が十分に活用されていない状態にあり
ます。 
本市の最も重要な産業集積拠点として、また、新しい京都を発信するものづくり拠点と

して、魅力的な都市環境を生み出し、国内外の最先端のものづくり産業をはじめとする企
業の進出意欲を高め、本社オフィスや生産、研究開発、流通機能などの充実を目指します。 

 

● 久我・羽束師西部エリア  
田畑が多く、なすやみず菜、畑菜などの特産品をはじめとする農業が行われている中に、

各種の生産拠点等が立地しています。農業・製造業・運輸業と、多岐にわたる産業関連施
設が集積するエリアです。 
周辺の環境と調和しつつ、将来の都市計画道路の整備も見据え、企業の操業環境の向上

を図り、エリアの中に市内で唯一工業専用地域があるという地の利をいかし、更なる産業
集積を進めます。 

 

● 横大路エリア  
古来、大阪と京都を結ぶ交通の要地となってきたエリアです。現代においても物流施設

が多く立ち並ぶなど流通分野で大きな役割を担っています。土地区画整理事業の進展によ
り、今後も南部創造のまちづくりの推進力をうむことが期待されます。 
整備される都市基盤をいかし、多様な産業の集積を進めて、隣接する住居系地域も含め、

働く人にとって快適で魅力的な都市空間の整備を図ります。 
 

● 南部の市街化調整区域  
田畑が広がる市内有数の田園地帯で、食用米や酒米、各種野菜等の栽培が行われてきま

した。交通・物流環境に恵まれた地の利をいかし、近接するらくなん進都との相乗効果の
発揮が期待できることから、特に国道１号周辺では、地域未来投資促進法に基づく重点促
進区域の指定以来、複数の事業者が進出しています。 
引き続き、高速道路のインターチェンジに近接するなど、交通利便性が高い場所におい

て、農地などの周辺環境との調和を図りつつ、産業用地の創出を進めます。  
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２ 地域の発展を支える活気あふれるまち 
古い時代から成り立ってきたまちがあり、これからも発展が望まれるエリアや、これから

の開発事業等の展開によって活気がうまれる場となることが期待されるエリアです。 
長年受け継がれてきた地域資源や今後新たに創出される魅力的な拠点のポテンシャルをい

かし、南部地域全体を更に活気づけるまちを目指します。 
 

 
  

竹田駅周辺 

丹波橋・伏見桃山・ 
桃山御陵前駅周辺 

中書島駅周辺 

らくなん進都（高度集積地区）  
まちづくり推進プログラム  
 

D ★  主な企業等  

◆  
 
主な寺社  
 ◆  

 
主な文化芸術関連施設等  
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● 竹田駅周辺（地域中核拠点エリア）  
鳥羽離宮跡をはじめ平安期に院政の舞台であった頃をしのばせるスポットが点在してお

り、現在は地下鉄と近鉄が乗り入れる駅があり、その近くに高速道路のインターチェンジ
が位置するなど、移動が便利なエリアです。 
これらの特性をいかし、南部創造の新たな拠点として商業・業務機能などを集積し、利

便性の高い良質な居住環境が充実した賑わいと活力に満ちたまちを形成します。 
 

● 丹波橋・伏見桃山・桃山御陵前駅周辺（地域中核拠点エリア）  
かつて屋敷を構えた大名や、職人たちの業種の名が残る特徴的な町名にも表れているよ

うに、町割りを含め伏見城の城下町としての面影を色濃く受け継ぐエリアです。複数の鉄
道駅が所在し、高い交通利便性があります。個人や地元企業によるバラエティ豊かな店舗
等が魅力の商店街が連なり、日々の買い物も便利な暮らしやすい環境を作っています。 
名水の湧く神社や数々の酒蔵など歴史ある市街地の多様な地域資源、団地再生事業によ

りうまれる将来活用地等をいかし、住環境とも調和しながら、商業・業務機能の立地を進
めるなど、更なる賑わいの創出を図ります。 

 

● 中書島駅周辺（地域中核拠点エリア）  
交通の要衝に展開した歓楽街の歴史、さらには昭和の雰囲気を上手に引き継ぐ店が集ま

る、通好みのエリアです。水の上から周辺のまちの風情を楽しめる十石舟・三十石船も人
気です。駅周辺において再開発が検討されている動きがあり、その進展による更なる発展
も期待されます。 
大阪方面にも出やすい京阪の特急停車駅でもある交通アクセス性の高さや、数々の観光

名所からも近いことなどのポテンシャルを更にいかすため、商業・業務機能の充実などに
よって駅周辺の魅力向上を図ります。 
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● 向日町駅～向日町上鳥羽線エリア  
隣接する向日市内で、ＪＲ向日町駅周辺における再開発事業が進められており、更なる

利便性の向上が図られます。同事業により整備される駅東口の駅前広場まで向日町上鳥羽
線が延伸することで、本市市域に向かって商業・業務機能が集積することが期待できるエ
リアです。その流れが、らくなん進都の所在する東の方面まで波及することが期待されま
す。 

  

向日町駅 
～向日町上鳥羽線エリア 

久我・久我の杜・羽束師地域の総合的なまちづくりビジョン  
 

C 

らくなん進都（高度集積地区）まちづくり推進プログラム  
 

D 

★  主な企業等  

◆  
 
主な文化芸術関連施設等  
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● 淀駅周辺（地域中核拠点エリア）  
京都競馬場に幅広い世代の方々が訪れるとともに、昭和レトロな雰囲気の近隣商店街で

はイベント等地域活性化に向けた活動もうまれています。桜並木や歴史ある神社・城跡な
ど、地域資源が豊富なエリアです。 
競馬場をはじめとする娯楽・レクリエーション機能、大阪方面への交通利便性をいかし、

商業機能を充実させ、住環境とも調和しながら、新たな形のオフィスの立地を進めるなど、
更なる活気があふれるまちを目指します。 

  

淀駅周辺 

★  主な企業等  

◆  
 
主な寺社  
 ◆  

 
主な文化芸術関連施設等  
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３ 働くと暮らすを豊かに楽しむ住みよいまち 
古くからの集落を中心に、新たな住宅地が広がっています。鉄道駅から離れてはいますが、

らくなん進都など、今後更なる産業集積が期待される「働く場」と近接した住宅エリアです。 
職住近接の実現により、働くと暮らすをともに豊かに楽しむことができるまちを目指しま

す。 
 

  

西高瀬川周辺 

久我・羽束師東部エリア 

らくなん進都（高度集積地区）  
まちづくり推進プログラム  
 

D ★  主な企業等  

◆  主な寺社  

◆  主な公園・運動施設等  
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● 西高瀬川周辺  
旧千本通を軸に古くから集落が形成され、そこから住宅地が広がってきたエリアです。

国道 1 号や名神高速道路など周辺を大きな道路が走っており便利ですが、公共交通機関が
利用しにくいなどの課題もあります。このエリアのすぐ東に位置するらくなん進都鴨川以
北では、本社オフィスや生産・研究開発機能の集積が進んでおり、今後ますます働く人が
増えることが期待されます。 
新しい京都を発信するものづくり拠点で働く人などが徒歩や自転車などで通勤でき、快

適に住み続けることができるまちを目指します。 
 

● 久我・羽束師東部エリア  
桂川の右岸に広がる住宅街であり、鉄道駅からは少し離れていますが、外環状線や国道

1号など大きな道路にアクセスしやすいエリアです。「久我の杜」の名残を残す緑を有した
神社、歌枕にも使われた「羽束師の杜」がある神社など長い歴史を持つ古社も点在してい
ます。 
とりわけ、小さな子どもを伴う世帯層など、日用品の買い出しや行楽等に自動車の利用

を求める若年・子育て世帯の住まいのニーズを受け止めることのできるまちを目指します。 
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４ 誰もがいきいきと暮らせる、多文化・多世代共生のまち 
向島ニュータウンでは、約 75haに及ぶ広さの土地に、高層住宅・低層住宅、学校、病院、

道路、公園等が計画的に配置されています。まちびらきからおよそ半世紀が経過する中、各
施設の老朽化や人口減少・少子高齢化、様々なバックグラウンドを持つ住民同士のつながり
の持ち方などが課題となっています。 

 

 
 
 
 

● 向島ニュータウン  
市境周辺に多様な生活利便施設も揃うエリアで、交通利便性の高い住宅街です。地域の

人々が、積極的にまちの活性化や教育環境の充実に取り組んでいます。 
公営住宅などの既存施設を適切に維持・活用するとともに、多様な都市機能の誘導を図

ることで持続可能な多文化・多世代共生のまちづくりを進めます。 

向島ニュータウン 

向島ニュータウンまちづくりビジョン  
 

E 

◆  主な公園・運動施設等  
 




